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請求番号  P8215 文書番号  99-2 年代   寛政 10 年（1798） 

史料名 社倉積穀之大意 

形 態  竪紙 複 製   あり ・ なし  （ 一部デジタルデータあり ） 

備 考 寄託の古文書（大胡町上大屋区有文書） 

史料概要 

社倉制度（飢饉や災害などの非常時に備えて、米穀を貯蔵しておく制度のこと）を周知

するために前橋郡奉行所が発行した冊子の一部。麦は毎年入れ替えること、村民が集ま

るときに村役人がこれを読み聞かせることなど、制度のよりよい運用と継続を狙った内

容が書かれている。 

指導要領

との関連 

＜中 歴＞ B-（３）-ア-（エ） 幕府政治の展開 
＜高歴総＞ A-（２）-イ-（ア） 複数の資料の関係や異同に着目して，資料から読み

取った情報の意味や意義，特色などを考察し，表現

すること 

＜高日探＞ C-（２）-イ-（ア） 資料を通して考察し、仮説を表現 

活 用 例 

活用単元  「日本史探究」Ｃ 近世の日本と世界（2）歴史資料と近世の展望 

 
活用場面 

 
 

活用方法 
 
 
 
 

予想される

生徒児童の

反応など 

 
・江戸時代の「寛政の改革」または「飢饉と百姓一揆」の導入場面で活用。または、幕

府の政策を考察させる場面や調べ学習で活用。 
 
・読み下し文と史料を提示し、この史料が出された背景をグループ（あるいはペア）で

考察し、農村復興政策の一つとして寛政の改革で出された救荒事業についての意見を

まとめ発表へとつなげる。その際には、資料集の天明の飢饉の記述や図説を参考にさ

せると効果的と考える。 
 
・文字史料だが、読み下し文を活用することで、前橋藩でも寛政 2年（1790）より有事

に備えて食糧を備蓄する社倉制度を実施し、村ごとに郷倉（備蓄倉庫）が設置された

例があることを具体的に理解できる。 
・郷土における「災害時の備え」であり、現代のことにも思いを広げながら、生徒たち

も興味関心をもって学習に取り組むことができると考える。 

史料画像 裏面参照 
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読み下し文 


